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条
例
議
案
 

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
議
案
 

人
事
議
案
 

訴
え
の
提
起
議
案
 

一
般
議
案
 

人
事
案
件
 

補
正
予
算
議
案
 

議
員
提
案
 

永
年
勤
続
議
員
表
彰
 

6月市議会定例会 

予
算
・一
般
議
案
１５
件
を
議
決
 

特
別
委
員
会
を
設
置
 

所信と報告を述べる岡村市長 

　
平
成
２３
年
第
３
回
（
６
月
）
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
１０
日
か
ら
３０
日
ま
で
の

２１
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
予
算

議
案
３
件
、
条
例
な
ど
の
一
般
議
案
１２
件
で
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
本
市
が
抱
え
る
行
政
課
題
に
つ
い
て
種
々
検
討
を
行
う
た
め
、
３
つ
の

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

  　
一
般
会
計
は
２
億
３
千
２９４
万
３
千
円
の
追
加

で
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

・
鳩
ヶ
谷
市
と
の
合
併
に
伴
い
、
市
庁
舎
執
務

場
所
の
移
転
、
再
編
を
行
う
た
め
の
経
費
を

計
上
す
る
も
の
。
 

・
鳩
ヶ
谷
市
と
の
合
併
後
に
鳩
ヶ
谷
区
域
内
に

お
い
て
、
市
議
会
議
員
増
員
選
挙
を
行
う
た

め
の
経
費
を
計
上
す
る
も
の
。
 

・
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
市
民
の
遺

族
に
対
し
て
災
害
弔
慰
金
を
、
重
度
の
障
害

を
受
け
た
市
民
に
対
し
て
災
害
障
害
見
舞
金

を
支
給
す
る
経
費
を
計
上
す
る
も
の
。
 

・
家
庭
児
童
相
談
事
業
の
充
実
を
図
る
た
め
、

県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
相
談
員
の
増
員
お

よ
び
備
品
な
ど
を
購
入
す
る
経
費
を
計
上
す

る
も
の
。
 

　
ま
た
、
特
別
会
計
は
、
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
に
お
い
て
１
千
８０
万
円
が
追
加
計
上
、
さ

ら
に
企
業
会
計
は
、
水
道
事
業
会
計
に
お
い
て
、

基
幹
管
路
耐
震
化
に
係
る
配
水
管
布
設
工
事
費

な
ど
3
億
3
千
203
万
4
千
円
が
追
加
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
 

  　
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

  ◇
川
口
市
営
植
物
取
引
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

　
川
口
市
営
植
物
取
引
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

管
理
運
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
で
き
る
よ
う
、
指
定
管
理
者
の

管
理
の
基
準
、
業
務
の
範
囲
な
ど
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
。
　
　
　
　
　
　
 …

ほ
か
１
件
 

  ◇
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
 

　
大
気
常
時
監
視
自
動
計
測
器
の
購
入
時
の
入

札
に
お
い
て
、
製
造
販
売
業
者
が
談
合
を
行
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
が
被
っ
た
損
害
に
係

る
賠
償
な
ど
の
支
払
い
請
求
の
訴
訟
を
2
件
提

起
す
る
も
の
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

 ◇
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
 

・
新
郷
第
５０４
│
４
号
線
 

・
安
行
第
１３１
│
１
号
線
 

…
ほ
か
４
路
線
 

◇
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
 

・
神
根
第
２９７
号
線
 

  ◇
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
 

　
若
林
　
の
り
子
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
 

  　
今
定
例
会
に
議
員
提
案
と
し
て
意
見
書
４
件

が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
可
決

さ
れ
、
関
係
機
関
へ
送
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

◇
妊
婦
健
康
診
査
へ
の
財
政
的
支
援
の
継
続
を

求
め
る
意
見
書
 

◇
東
日
本
大
震
災
の
復
興
促
進
及
び
東
電
福
島

第
一
原
発
事
故
の
早
期
収
束
を
求
め
る
意
見

書
 

◇
誰
も
が
安
心
で
き
る
医
療
制
度
の
充
実
を
求

め
る
意
見
書
 

◇
生
活
保
護
制
度
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
 

  　
今
定
例
会
に
お
い
て
、
各
特
別
委
員
会
委
員

の
選
任
お
よ
び
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
互
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

（
◎
は
委
員
長
、
○
印
は
副
委
員
長
、
敬
称
略
）
 

◆
総
務
常
任
委
員
会
 

　
◎
若
谷
　
正
巳
、
○
板
橋
　
博
美
 

◆
福
祉
環
境
常
任
委
員
会
 

　
◎
松
本
　
　
進
、
○
杉
本
　
佳
代
 

◆
経
済
文
教
常
任
委
員
会
 

　
◎
光
田
　
直
之
、
○
柳
田
つ
と
む
 

◆
建
設
常
任
委
員
会
 

　
◎
関
　
　
裕
通
、
○
幡
野
　
　
茂
 

◆
危
機
管
理
対
策
・
庁
舎
整
備
等
特
別
委
員
会
 

　
◎
立
石
　
泰
広
、
○
光
田
　
直
之
、
 

　
　
前
田
　
亜
希
、
福
田
　
洋
子
、
矢
野
由
紀
子
、
 

　
　
関
　
　
裕
通
、
江
袋
　
正
敬
、
矢
作
　
太
郎
、
 

　
　
高
橋
　
英
明
、
宇
田
川
好
秀
、
石
橋
　
俊
伸
、
 

　
　
唐
澤
　
義
達
、
岩
澤
　
勝
徳
、
金
子
　
信
男
 

◆
生
活
福
祉
・
教
育
問
題
特
別
委
員
会
 

　
◎
大
関
　
修
克
、
○
松
本
　
英
彦
、
 

　
　
榊
原
　
秀
忠
、
柳
田
つ
と
む
、
若
谷
　
正
巳
、
 

　
　
吉
田
　
英
司
、
木
岡
　
　
崇
、
今
井
　
初
枝
、
 

　
　
幡
野
　
　
茂
、
谷
川
　
恵
子
、
松
本
　
幸
恵
、
 

　
　
関
口
　
京
子
、
最
上
　
則
彦
 

◆
地
域
活
性
化
・
環
境
対
策
特
別
委
員
会
 

　
◎
田
口
　
順
子
、
○
板
橋
　
博
美
、
 

　
　
永
瀬
　
秀
樹
、
杉
本
　
佳
代
、
芦
田
　
芳
枝
、
 

　
　
小
林
　
　
宏
、
富
沢
　
太
志
、
近
藤
　
智
明
、
 

　
　
芝

正
太
、
稲
川
　
和
成
、
板
橋
　
智
之
、
 

　
　
松
本
　
　
進
、
篠
田
　
文
男
 

  　
全
国
市
議
会
議
長
会
お
よ
び
埼
玉
県
市
議
会
議

長
会
か
ら
、
永
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
の
進
展
と

市
政
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、

次
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

◇
勤
続
２０
年
 

　
立
石
　
泰
広
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
 

本
会
議
の
模
様
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
 

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
を
。
 


